
 

令和６年度 事 業 報 告 
自 令和６年４月１日 ～ 至 令和７年３月３１日 

 

１．一 般 概 要 
 

令和６年度は、コロナ５類移行後一年が経過し、従来の生活にほぼ戻りつつある中、町内のイ

ベントや観光協会事業も以前と同規模で開催する事が出来、高畠町を訪れる観光客も増加してま

いりました。 

このような中、各種イベントにつきましては「まほろばの緑道サイクリング安全祈願祭」を皮

切りに、観光協会と「げんきな高畠イベント実行委員会」が連携しながら、事業を展開してまい

りました。満開の桜の下で開催された「たかはた桜まつり」、秋の恒例事業となった「たかはたイ

ルミネーション２０２４」等、多くのイベントを共催し、来場された方々に楽しんでいただく事

ができました。しかし、主催事業である「まほろば冬咲きぼたんまつり」は昨年とは相反して少

雪から一転、開催直前の大雪に見舞われオープニングセレモニーも残念ながら急遽取止めとなっ

てしまいました。このように寒暖の影響を受けた変化の多い一年ではありましたが、積極的に事

業に取組んだ結果、多くのお客様を誘客する事ができたと思います。 

また、本年度より戦略的に物産事業の展開を図っており、今年度は仙台駅をはじめ、新たに高

輪ゲートウェイ駅、浦和駅でも「高畠フェア」を開催し、「たかはたファン」の拡大を図る事がで

きました。 

広報宣伝関係では、名所旧跡や太陽館の温泉・道の駅等、メディアに取りあげていただく機会

が多くあり、県内外から反響や問合せがありました。今後は台湾を中心としたインバウンドへの

ＰＲ活動も強化しつつ、国内外観光客の増加をめざしてまいります。 

次に指定管理施設である「太陽館」、「道の駅たかはた」の管理について、幸い今年度は大規模

修繕や休館等はありませんでしたが、各所老朽化は年々進んできている為、継続して町と協議し

ながら対応を検討してまいります。 

以上、会員各位はもとより多くの町民、各関係団体の方々のご理解ご協力により、いずれの事

業も成功裡に終了できましたことに感謝を申し上げ、各種事業の詳細について次のとおりご報告

いたします。 

 

２．主 催 事 業 

  ① レンタサイクル事業 

      〇 まほろばの緑道安全祈願祭      令和６年４月５日（金） 

     〇 レンタサイクル利用台数       県 内   ３２４台  (昨年   290台) 

                        県 外   ５７０台 （昨年  557台) 

                        合 計   ８９４台 （昨年  847台) 

 

  ② たかはた風景街道事業 

「たかはた風景街道フォトコン」で、投稿された町内の風景やイベント、グルメ等の情報

を観光パンフレット化し、訪れた方に町内の魅力を撮影して拡散していただくためのＰＲ

活動を推進しました。 

 

③ 第２４回まほろば冬咲きぼたんまつり 

〇 令和７年２月８日～１１日（４日間開催） 

雪遊びコーナー・あったまろうコーナー・高畠高校生徒会場内装飾 

・高校ＰＲブース・たかはた駅光の回廊 

・冬咲きぼたんフォトラリー・冬の啓翁桜回廊・雪桜ライトアップ・町内巡り周遊バス 

〇 会場 メイン会場   高畠町太陽館 

町内展示会場  よねおりかんこうセンター・高畠ワイナリー・道の駅たかはた 

ぼたん展示数  全会場合わせて６０種類・１１０鉢・こも４０基 



④ 着地型観光バスツアー誘客事業   

まほろば冬咲きぼたんまつりをメインに町内観光地を巡るツアーを開催し、仙台圏の誘客をはかり 

ました。 

   〇  ツアー名 まほろば冬咲きぼたんまつりと上杉雪灯籠まつり   

   〇  期日   ２月９日  参加者数 ４０名 

 

３．観光に関する啓蒙活動 

① 観光協会だよりの発行（年二回発行 町内全戸配布） 

〇  １１月１日号：亀岡文殊と理事改選に伴う観光協会の新体制について掲載しました。 

〇  ４月１日号：観光協会事業と高畠町の酒づくりについて掲載しました。 

 

  ② 感謝のつどいの開催             

令和６年度地域おこし協力隊活動報告をスライドなど交えて行いました。 

〇  期日 １２月１４日   〇会場 よねおりかんこうセンター 

〇 参加者   ６８名    〇ステージショー  前田和亮・MOCO・堀謙太郎 

 

４．共催及び協賛事業   

① げんきな高畠イベント実行委員会 

  アフターコロナを見据えた新たな観光を創出することを目的に、町・商工会・観光協会で 

一本化した組織の実行委員会を結成し事業を行いました。 

〇 ４月１４日    たかはた桜まつり              約  ５，０００名 

〇 ６月１５日    「まほろばの里たかはた」駅からサイクリング        ２５０名 

〇 ９月１４・１５日「TAKAHATA ILLUMINATION～まほろば灯源郷～」  約 １９，０００名 

 

② 駅長オススメの小さな旅 

  町内の観光地を巡る「駅長オススメの小さな旅」を開催し、高畠町への誘客活動を行いました。 

〇  ５月１１日    高畠と伊達家の歴史を巡る  １９名 

 

③ 第３７回全国ペット供養祭 

    〇 ７月２７日      

〇 会場            犬猫やすらぎの郷公園 納骨堂前広場 

〇 申し込み件数   犬：５３体  猫：４９体  合計：１０２体 

 

④ 第５８回たかはた夏まつり（青竹ちょうちんまつり） 

〇 ８月１５日・１６日  

〇 会場         昭和縁結び通り、まほろば通り、庁舎通り 

 

⑤ 第４１回たかはた冬まつり 

    〇 １月１２日    大日如来わらじみこしとおさいと焼 

    〇 ２月８日～１１日 まほろば冬咲きぼたんまつり 

 

⑥ フィルムコミッション事業 

        山形おきたまフィルムコミッション事務局として町商工観光課と連携し、５月に公開された

アニメ映画「好きでも嫌いなあまのじゃく」にて瓜割石庭公園がロケ地として採用されたこと

にあわせ、ロケ地巡り等受け入れ態勢整備を進めました。また、すでに映像化された町内ロケ

地情報を発信し、新たな映画誘致に向けて準備をしてまいりました。 



⑦ まほろばの里案内人事業 

    (財)山形県生涯学習文化財団の支援を受け、「まほろばの里案内人」による高畠町内の観光 

地ガイドを行いました。 

〇 例会・研修会等    ２４回 

〇 ガイド実績      ９５件  ２，８４４名 (昨年度 107件 1,786名) 

 

５．委員会活動報告 

常設委員会 

① 観光振興委員会 

〇 まほろば冬咲きぼたんまつりにおいて、イベント内容を企画しました。 

〇 町内への観光誘客を図るべく、「たかはた風景街道事業」の画策など永続的な誘客につ 

ながる仕組み作りを行いました。 

〇 観光資源を活かした観光振興地域活性化事業として、高畠町のライトアップ事業に協力し

ました。 

〇 ゆうきの里さんさんを活用して体験観光メニューの検討を行いました。 

 

② 施設管理委員会 

〇 指定管理施設の事業、イベント等について検討しました。 

〇 指定管理施設の整備について町への要望書の提出を行い、一部改善の成果を得ることが 

できました。 
 

③ 総務委員会 

〇 会員拡大、観光協会だよりについて検討しました。 

〇 感謝のつどい、理事研修の検討・実施をしました。 

〇 補正予算、次年度事業計画について検討しました。 
 

④ 物産推進委員会 

〇 太陽館売店事業の強化や売店レイアウトの変更について検討しました。 

〇 物産販売イベントへの参加および着地型旅行ツアー造成について検討・実施をしました。 

 

６．受託事業 

町公式キャラクターＰＲ活動事業 

高畠町の観光振興及び観光誘客等に資することを目的として活動している町公式マスコッ 

   トキャラクター「たかっき・はたっき」について、イベント参加に関する事業、アクター確 

保等に関する業務を行いました。 

〇  主な活動実績    １０月１８～２０日  ＪＲ仙台駅たかはたフェア出演 

１１月２３～２４日   第１３回世界キャラクターサミット出演 

〇  グッズ売上額  ８２８，４９８円   (昨年度227,424円) 

 

７．地域おこし協力隊事業 

令和６年度より地域おこし協力隊員を２名配置し、ＪＲ仙台駅たかはたフェアや横浜市栄

区民まつりなどの物産展運営業務を担いながら、物産振興や観光ＰＲに努めました。 

また、町公式キャラクター「たかっき・はたっき」を活用した宣伝活動をとおし、高畠町の

新たな魅力の情報発信を行いました。 

 



８．指定管理並びに管理受託施設事業報告  

⑴ 高畠町太陽館 

① 温泉部門 

常に、清掃・清潔と施設設備の補修箇所への速やかな対応を目指し、おもてなしの心で 

    お客様をお迎えしました。 

施設管理においては、年数を経た設備の不具合に迅速に対応し、円滑な営業となるよう 

努力いたしました。 

 ・毎週火曜日レディースデー、水曜日メンズデー、金曜日子育て応援デー等、入館者優待

ポイントカード制度を実施しました。 

・風呂の日（毎月２６日大広間休憩無料・優待ポイントアップ）を実施しました。 

・年間イベント 

〇  お正月“縁起物５円玉プレゼント”      １月１日～先着８８８名 

〇 お正月“ポイントアップ”の実施       １月１日～３日 

〇 冬咲きぼたんまつり “優待ポイントアップ”  ２月８日～１１日 

〇 年間入浴者数       ８９，６１０名（昨年度      92,319名） 

〇 年間売上額       ２７，５１７，６７０円（昨年度 28,047,650円） 

 

② 売店部門 

     駅売店として、一般旅行者が高畠町のお土産を手軽に購入できる店づくりのため，町内 

物産を中心に地元産農産物の販売も併せて販売拡大に努めました。 

   ・期間限定の町内物産詰め合わせギフトの販売を実施しました。 

〇 美味玉手箱サマーギフト     ６月２０日～８月１８日 販売実績１７６個 

〇 美味玉手箱ウインターギフト  １１月１５日～１月１３日 販売実績２７６個 

 

③ 食堂部門 

業務委託している㈱りんご苑様の適切な営業と企業努力により、駅並びにＪＲホテル利用

ニーズに応えられるものとなっております。また、新メニューへの変更を実施し誘客に努

めました。 

 

⑵ 道の駅たかはた （高畠町総合観光案内施設・高畠ふるさと自然のみちウォーキングセンター） 

① 観光案内所 

隣接する考古資料館、歴史公園、安久津八幡神社とが一体となった誘客をすすめるとともに

窓口での対面観光案内による情報発信、館内正面の液晶大型モニターを活用し町内観光名所、

各種イベント情報等の自作スライドの常時放映、道路・観光情報室（２４時間対応）での情報

発信、置賜近隣パンフレットの配置など町内外の宣伝誘客、顧客の流入促進に努めました。 

また、昨今の道の駅人気により多くの広報誌や雑誌から掲載依頼があり、可能な限り詳細に

情報を提供してまいりました。 

道の駅関連の連絡会や協議会、駅長会事業は、「新潟・置賜スタンプラリー」、「花回廊スタン

プラリー」を開催し、今後の連携を進めるための検討会も実施してまいりました。 

 

② レストラン・物産売店 

食堂と物産販売部門は㈱エイコウ様と連携強化に努めサービスの向上を図りました。 

レストランでは、季節や月単位での期間限定メニュー等により前年比100％となりました。 

物産売店は、販売促進に努めたものの、前年比96％、52,900千円と来場者の減少に伴い減額 

となりました。 

農産物については、町内産の限定販売という特異性の認知向上と果樹(特にブドウ)の収穫増 

によりサクランボの不良を吸収し前年を上回る101%となりました。 



③ 農産物直売会“まほろば大地の会”とタイアップ事業 

大地の会会員によるイベントとして８月におかえりなさいふるさとフェア、１０月に収穫

祭を実施しました。イベント以外では基幹産業である農産物の情報発信のため、生産最盛期

の６月～１０月に売店前特設テントによる対話対面販売を実施しました。まほろば冬咲きぼ

たんまつりの協賛事業として売店内での甘酒振舞を実施し３２０名の方に振舞うことで再来

場を促しました。 

 

④ 町民との連携と誘客のために実施し、年々多岐にわたる作品を展示している館内展示は、

１年間を通して１４団体・個人と独自展示１回の計１８回を実施しました。 

４月 美しい山形・最上川フォーラム写真展  ９月  漆山文子粘土細工作品展 

４月 たかはたこども園作品展       １０月  北虹会(高畠)絵画展 

５月 ゲンジ蛍とカジカ蛙愛護会写真展    １０月  ふしぎな花倶楽部押し花作品展 

６月 高畠町陶芸同好会「古の穴窯作品展」 １１月  高畠消防主催「防火絵画展」 

６月 ふれあい工房作品展「墨あそび」   １１月  高畠陶芸同好会作品展(穴窯以外) 

７月 パステルアート高畠教室作品展    １１月  Ｆ２．８倶楽部写真展(２回目) 

７月  Ｆ２．８倶楽部写真展          １２月  小川宏写真展 

８月 荒木幸雄(高畠)鉛筆画作品展      １～３月  上和田ふれあい工房 つるし飾り作品展 

８月 布施幸雄工芸品展              ３月  冬咲きぼたんまつり作品展(独自) 

                            

⑤ 自主事業 

    ５月 おもちゃまつり            ８月 カブトムシ相撲大会 

５月 五月人形と端午の節句つるし飾り       １～３月  つるし飾りとお雛様と団子の木飾り 

７月 七夕飾り               ２月 屋内ぼたん庭園展示 

                          

     ◎観光案内所 年間入館者数                    89,457名（昨年度 93,086名） 

      総入館者数（売店、レストラン、案内所）160,813名（昨年度167,338名） 

                            

 

⑶ ゆうきの里さんさん 

  （和田民俗資料館、高畠町交流促進施設及び高畠町農産物加工体験交流施設） 

    多機能で特色ある施設を有効活用し、利用拡大に努めました。また、ゆうきの里さんさんま

つりでも地域の協力を得ながらイベントを実施し、多く方に来場していただきました。 

 

① 利用者実績 

 〇 コテージ          １，４３９名 （昨年度 1,620名） 

〇 和田民俗資料館         ５７６名 （昨年度  487名） 

〇 農産物加工体験室        ８２１名 （昨年度 870名） 

 

② 利用金額実績 

〇 コテージ       ４，３４５，９００円 （昨年度 4,995,800円） 

〇 和田民俗資料館       ４４，４００円 （昨年度   36,300円） 

〇 農産物加工体験室     １２６，８２０円 （昨年度  140,330円） 

 

③ イベント 

〇 ゆうきの里さんさんまつり    １０月２６日 

 

 



９．正副理事長会･理事会・委員会  

1)  ５月２８日   第１回理事会            高畠町中央公民館 

2)   ７月 ４日   第１回正副理事長会         太 陽 館 会 議 室 

3)  ７月１９日   第２回理事会            よねおりかんこうセンター 

4)  ７月１９日   第１回施設管理委員会        よねおりかんこうセンター 

5)  ７月１９日   第１回総務委員会          よねおりかんこうセンター 

6)  ７月１９日   第１回物産推進委員会        よねおりかんこうセンター 

7)  ７月１９日   第１回観光振興委員会        よねおりかんこうセンター 

8)  ８月 ５日   第２回施設管理委員会        道の駅たかはた 

9)  ８月２０日   第２回物産推進委員会        太 陽 館 会 議 室 

10)  ９月 ６日   第２回総務委員会          太 陽 館 会 議 室 

11)  ９月１０日   第２回観光振興委員会        高 砂 屋 珈 琲 店 

12)  ９月３０日   第３回施設管理委員会        道の駅たかはた 

13) １０月１５日   第３回総務委員会          太 陽 館 会 議 室 

14) １０月２４日   第２回正副理事長会         屋代地区公民館 

15) １０月２４日   第３回理事会            屋代地区公民館 

16) １１月１９日   第３回観光振興委員会        ゆうきの里さんさん 

17) １２月 ６日   第３回正副理事長会         太 陽 館 会 議 室 

18) １２月１７日   第４回理事会            高畠町総合交流プラザ 

19) １２月１７日   髙梨町長との懇談会         高畠町総合交流プラザ 

20)   １月２８日   第４回正副理事長会         太 陽 館 会 議 室 

21)   ２月１７日   第５回理事会            高畠町中央公民館 

22)  ２月１９日   第３回物産推進委員会        よねおりかんこうセンター 

23)  ３月１４日   第４回総務委員会          太 陽 館 会 議 室 

24)  ３月１４日   第４回観光振興委員会        太 陽 館 会 議 室 

25)  ３月１８日   第４回施設管理委員会        太 陽 館 会 議 室 

26)   ３月２１日   第５回正副理事長会         太 陽 館 会 議 室 

27)   ３月２８日   第６回理事会            高畠町中央公民館 

28)   ５月１６日   会計監査              太 陽 館 会 議 室 

 


